
 

PRESS RELEASE 

1 
 

          2024 年 3 月 5 日 

                株式会社ユカリア 

 
電子カルテデータから生成 AI と自然言語処理で 

患者 QOL を「見える化」する技術で特許取得 
 

治療の効果検証や個別化医療への貢献を見込む 

 

 株式会社ユカリア（本社：東京都千代田区、代表取締役：古川淳）は、電子カルテの非構造化

データから患者の生活の質（QOL）を予測する新たな手法で、特許（特許番号：第 7421000 号）

を取得しました。 

この技術はこれまで解析が困難であった診療記録などのテキスト情報から QOL を「見える化」

する技術であり、電子カルテデータの新たな活用法として、治療の効果検証や個別化医療の応用

に貢献するものです。ユカリアは本技術の向上に引き続き努めるとともに、適切に活用される環

境整備に取り組んで参ります。 

 

■特許概要 

特許番号 ：第 7421000 号 

発明の名称：電子カルテシステム、情報処理装置、情報処理方法および情報処理プログラム 

特許取得日：2024 年 1 月 15 日 

 

この特許は、汎用言語モデル「BERT」（※1）の日本語事前学習モデルを用いて、電子カルテから

患者 QOL 指標を予測するアルゴリズムに関するものです。匿名化された電子カルテデータを基に、

患者の QOL（※1）を評価する EQ-5D-5L（※3）指標を効率的に予測します。 

 

※1 BERT（Bidirectional Encoder Representations from Transformers）：自然言語処理のための深層学習モデルの一種。 

※2 QOL（Quality of Life）：生活の質のこと。 

※3 EQ-5D-5L（EuroQol 5-dimensions 5-levels)：移動の程度・身の回りの管理・ふだんの生活・痛み／不快感・不安

／ふさぎ込み、に基づく QOL の評価指標で、医療技術の経済評価などに使用されている。 

 

■背景と社会的課題 

AI の進化は医療分野においても大きな可能性を秘めており、特に患者中心の個別医療への応用が

期待されています。ユカリアのこの技術は、QOL の評価と治療効果の検証を効率的に行うことを可

能にし、患者一人ひとりに合わせた医療の提供を支援します。 
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■目的と目指す効果 

本技術の特筆すべき点は、データ記録からの回顧的な EQ-5D-5L 算出を自動化できることで

す。これにより、従来患者の QOL 測定において課題となっていた業務負荷の軽減も期待されま

す。この技術により、医療従事者は電子カルテ情報をもとに患者の QOL を正確に予測し、個別化

医療の精度を高めることができます。これは、効果的な治療計画の策定や、医療サービスの質の

向上に直結します。また、医薬品の治療効果について、QOL の経時変化の観点からの評価が可能

となります。 

ユカリアは、今後、本手法の精度向上や応用範囲の拡大といった技術向上に努めて参ります。

また、このほかの研究開発においても患者中心医療の実現に貢献すべく邁進して参ります。 

 

 

【株式会社ユカリア】 

ユカリアは、ビジョン「ヘルスケアの産業化」、ミッション「変革を通じて医療・介護のあるべき姿を

実現する」のもと、医療機関や介護施設の「あるべき姿」を現場の皆さまと共に追求し、その変革に

向けた経営の支援、デジタルテクノロジーを中心とするソリューションの提供を行っています。 

2022 年 5 月 9 日付で、社名を株式会社キャピタルメディカから株式会社ユカリア（英語名：EUCALIA 

Inc.）」へ変更しました。また、同日に本社所在地を千代田区へ移転しました。 

所在地     ： 東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビルディング 19 階  

事業内容    ： 病院の経営支援・運営支援/医療周辺サービス事業/介護施設の運営 

資本金等   ： 4,689 百万円 

ホームページ： https://eucalia.jp/ 

 

◎本件に関するお問い合わせ 

株式会社ユカリア コーポレートコミュニケーション担当 飯塚久美 電話：03-5501-2271（代表） 

 

https://eucalia.jp/

